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1. ヤマ ギシズム社会 は1958年 に農民を 基盤としてつ

くられた私有の無い共 同社会 である。一 般的 な家庭の枠

を 超えたこの社会におけ る家族と住居のあ り方を明らか

にし，全 体の生 活構成単位の機能と構成を明 らかにしよ

うとした。

2.    1966年か らの実 地調査にお い て 聴 取 り， 見聞の

他， アンケート生 活時 間調査を行なった。 今回， 生活時

間調査の結果を 報告する。これは「いつ」,「どこで」汀 だ

れ と」，「 どうした」かを ３日間記入 してもら ったもので

あ る。

3. 生活空間は，夜，寝る のは「宿 舎」 と呼ば れる住

居であるが，他 はほとんど男女 とも， 各年 令層とも住居

以外 の空間で過ご してい る。「誰 とすご すか」を「家 族」

と「メ ンバー」に分けてみる と,「仕事」は もちろん の事

「 だんら ん」 もメンバーどお しの ものが多い。従 来 の 家

族で楽しむ だんら んとは 異ってい る。 住居 の機能は夫婦

の就寝，休息であ り，一 種の「＊ねどこ型」住居であ る。

しかしそれは， だんらん が疎外 された「ね どこ型」では

な く，機能分担の形であらわれたそれである。 すな わち

従来 の家庭 の機能である育児， 教育，食事，炊事，洗 濯

入浴，だんらんな どは，メ ンバー200 人余からなる生活
調整機関 という生活共同体の機能である。生活構成の最

小の単位は夫婦であり，子供， 青年， 老人 が混然一体と

なった生活共同体を形成してい る。

＊「ね どこ型」西山卯三氏の住空間の型分類による。


